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平成 29 年 9 月 26 日 

 

株式会社 九州ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ 

株式会社 肥 後 銀 行 

株式会社 鹿 児 島 銀 行 

「お客さま本位の業務運営に関する基本方針」 

およびグループ各社のアクションプラン策定について 

当社グループは、お客さま本位の業務運営を徹底し、お客さまの安定的な資産形成や、お客さまの最

善の利益につながる取り組みを更に発展させていくため、当社グループ共通の基本方針として「お客さ

ま本位の業務運営に関する基本方針」（以下、本方針）を策定いたしましたので、お知らせいたします。 

 

また、本方針に基づき、グループ各社（肥後銀行・鹿児島銀行）において、アクションプランおよび

グループ各社共通の Key Performance Indicator（重要業績評価指標）（以下、KPI）を策定いたしまし

たので、併せてお知らせいたします。 

 

当社グループは、今後も「最適かつ最良の総合金融サービス」を提供するとのグループ経営理念に基

づき、お客さま本位の業務運営を徹底してまいります。 

以 上 

 

【別紙１】お客さま本位の業務運営に関する基本方針 

【別紙２】グループ各社のアクションプラン等 

  

【本件に関するお問合せ先】 

九州フィナンシャルグループ 経営企画部 柴本 

TEL 096-326-5588 
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【別紙１】 

お客さま本位の業務運営に関する基本方針 

【お客さま本位の業務運営に関する基本方針の策定・公表等】 

第１条 当社グループは、お客さま本位の業務運営を徹底するとともに、お客さまの安定的な資産形成

や、お客さまの最善の利益につながる取り組みを更に発展させていくため、「お客さま本位の業

務運営に関する基本方針」（以下、本方針）およびアクションプランを策定し、公表いたします。 

なお、本方針およびアクションプランは、実践状況などを踏まえ必要に応じ見直すとともに、

アクションプランの実践状況について定期的に公表してまいります。 

【お客さまの最善の利益実現に向けた当社グループの基本姿勢】 

第２条 当社グループは、「グループ経営理念」に基づき、お客さまお一人おひとりに応じた金融商品・

サービスをご提供していくことが、お客さまの安定的な資産形成に資するとともに、お客さまの

最善の利益につながるとの基本認識のもと、本方針に則った取り組みを誠実・公正に実践してま

いります。 

２ 当社グループは、お客さまに金融商品・サービスをご提供または推奨等する際には、グルー

プ各社が定める「金融商品の販売等に関する勧誘方針」（注 1）を遵守してまいります。 

【お客さまの最善の利益に資する適切な利益相反管理】 

第３条 当社グループは、「利益相反管理基本方針」に基づき、お客さまとの取引に関して、お客さま

の利益が不当に害されることの無いよう、利益相反（注 2）の状況が生じる可能性がある取引を正

確に把握し、適切に管理してまいります。 

【お客さまにご負担いただく手数料等の明確化】 

第４条 当社グループは、お客さまに金融商品・サービスをご提供または推奨等するにあたり、お客さ

まにご負担いただく手数料その他の費用について、商品の特性やお客さまの知識・取引経験など

に応じ、分かりやすくご説明してまいります。 

【お客さまに応じた分かりやすい情報提供の充実】 

第５条 当社グループは、手数料等に関するご説明に加え、お客さまにご提供または推奨等する金融商

品・サービスの内容を正しくご理解いただくため、お客さまに投資をご判断いただくうえで重要

な情報（リスク・リターン・取引条件等）についても、分かりやすく、かつ丁寧にご説明してま

いります。 

２ 当社グループは、金融商品・サービスのご成約後においても、お客さまの保有資産の状況や

市場動向など、お客さまに有益な情報を継続してご提供してまいります。 

３ 当社グループは、お客さまの金融リテラシー（注 3）向上に資するため、各種セミナーの開催そ

の他の情報発信を通じ、幅広いお客さまに金融に関する知識を得る機会をご提供してまいりま

す。 

https://www.kyushu-fg.co.jp/company/philosophy.html
https://www.kyushu-fg.co.jp/conflict/index.html
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【お客さまにとって最適かつ最良の金融商品・サービスの提供】 

第６条 当社グループは、お客さまお一人おひとりの資産の状況、取引経験、知識及び取引目的・ニー

ズを把握するとともに、お客さまにとって最適かつ最良の金融商品・サービスをご提供してまい

ります。 

２ 当社グループは、お客さまの多様なニーズにお応えできる金融商品・サービスラインナップ

の充実に努めてまいります。 

３ 当社グループは、金融商品・サービスラインナップを整備するにあたり、お客さまにご負担

いただく手数料その他の費用について、金融商品・サービスの内容等に見合った選定に努めて

まいります。 

【お客さまの信頼と期待に応える態勢の整備】 

第７条 当社グループは、研修その他適切な機会を通じ、本方針に則った取組みを徹底するとともに、

役職員の金融リテラシー向上に努めてまいります。 

２ 当社グループは、本方針に則った取組みが実践されているか、定期的に把握・評価するとと

もに、必要に応じ業績評価体系などを見直してまいります。 

 

※本方針を適用するグループ会社：肥後銀行、鹿児島銀行 

以 上 

 

（注１）グループ各社の「金融商品の販売等に関する勧誘方針」 

・肥後銀行の勧誘方針 

・鹿児島銀行の勧誘方針 

（注２）お客さまの意向やニーズに反し、手数料等が高い金融商品・サービスをご提供又は推奨等をす

るなど、一方の利益になると同時に、他方への不利益となるような行為 

（注３）金融に関する知識や情報を正しく理解し、自らが主体的に判断することのできる能力 

  

http://www.higobank.co.jp/solicitation/
http://www.kagin.co.jp/000_003.html
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【別紙２】 

グループ各社のアクションプラン等 

Ⅰ．アクションプラン 

１．肥後銀行 

（１）お客さま本位の業務運営に関する基本方針の策定・公表等 

 ① アクションプランや管理計数（ＫＰＩ）は、定期的な実践状況の確認と必要に応じた見直しを行い

ます。また、実践状況やアクションプランについて、ホームページ等を通じてお客さまに定期的に公

表してまいります。 

（２）お客さまの最善の利益実現に向けた当社グループの基本姿勢 

 ① お客さまの資産の状況、取引経験、知識、投資目的およびニーズを丁寧に伺い、お客さまの最善の

利益の実現に向け、特定の商品や商品提供会社に偏らない、最適かつ最良な金融商品・サービスの提

供を行ってまいります。 

② お客さまの長期的かつ安定的な資産形成に資するため、積立型投資信託（定時定額購入サービス）

を中心とした長期分散投資を推奨すると共に、積立型投資信託の利便性向上を図ってまいります。 

③ アクションプランに則った金融商品・サービスの提供状況確認のため、提供商品の偏りや販売手数

料等について、関係部署によるモニタリングを適切に行ってまいります。 

（３）お客さまの最善の利益に資する適切な利益相反管理 

 ① 商品やサービスの選定にあたり、お客さまの利益を不当に害することのないよう、社内手続きを経

て商品を選定し、利益相反管理の統括部署にて、選定手順の検証を行ってまいります。 

② 利益相反の状況が生じる可能性がある取引については、お客さまの利益を不当に害することのない

よう、本部モニタリングを通じて適切な管理を行ってまいります。 

（４）お客さまにご負担いただく手数料等の明確化 

 ① お客さまにご負担いただく手数料その他の費用について、お客さまが具体的な負担額を理解できる

よう、分りやすい説明を行ってまいります。また、具体的な説明内容（金額・お客さまの理解度等）

の記録を徹底し、適切な検証を行ってまいります。 

（５）お客さまに応じた分かりやすい情報提供の充実 

 ① お客さまに金融商品・サービスの内容をご理解いただき、最適な選択を行っていただくため、ホー

ムページの改善」や「タブレットなどのＩＴツールを活用した提案機能の充実」により、わかりやす

い情報提供と丁寧な説明を行ってまいります。 

② ご成約後も、お客さまの保有資産の状況や市場動向などを継続的に提供し、幅広いお客様へ定期的

にアフターフォローを行ってまいります。 

③ 市場急変時における情報提供ルールを見直し、適切な情報を必要なお客さまへ提供してまいります。 

④ 店頭・渉外およびホームページやお客さま向けセミナーでの情報の提供とあわせて、職域での情報

提供機会を充実するなど、お客さまの資産形成に役立つ情報発信を行ってまいります。 

 

（６）お客さまにとって最適かつ最良の金融商品・サービスの提供 

 ① お客さまの最善の利益の実現に向け、特定の商品・カテゴリーに偏らない提案を行うため、ロボア
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ドバイザーの導入など、提案商品選択の標準化を行います。また、行員による説明内容の均一化に向

け、ＩＴを活用した商品提案・説明機能を充実させてまいります。 

② お客さまの多様なニーズにお応えするため、市場動向や手数料その他費用を勘案し、特定の商品提

供会社に偏らない、バランスの取れた商品ラインナップの充実を行ってまいります。 

③ 当行が取扱う金融商品・サービスの採用に際しては、お客様にご負担いただく手数料その他の費用

と、金融商品・サービスを利用することで得られる効果や運用結果との妥当性について、検討を行っ

てまいります。 

（７）お客さまの信頼と期待に応える態勢の整備 

 ① お客さま本位の業務運営の基本方針とアクションプランについて、階層別・業務別の研修や行員向

けセミナー等を通じて、行員に対して継続的に周知・徹底を行ってまいります。 

② お客さまへの金融商品・サービスの提案と情報提供のスキル向上のため、公的資格の取得支援や自

主学習ツール・態勢の整備を行ってまいります。 

③ 「お客さま本位の業務運営」に資する適切な動機付けのため、必要に応じ評価基準の見直しを行っ

てまいります。 

 

２．鹿児島銀行 

（１）お客さま本位の業務運営に関する基本方針の策定・公表等 

 ① アクションプランを継続的に実践し、定期的に確認し、必要に応じて見直しを行います。また、確

認と見直しの内容について、ホームページ等を通じてお客さまに定期的に公表してまいります。 

（２）お客さまの最善の利益実現に向けた当社グループの基本姿勢 

 ① お客さまの最善の利益の実現に資するため、金融商品・サービスの特性やご負担いただく手数料そ

の他の費用について十分にご理解いただき、特定の商品や商品提供会社に偏らない金融商品・サービ

スの提供を行ってまいります。 

② お客さまの安定的な資産形成に資するため、長期分散投資の効果がより得られやすい積立型投資信

託（定時定額購入サービス）を、お客さまに推奨してまいります。 

（３）お客さまの最善の利益に資する適切な利益相反管理 

 ① お客さまにご提供する金融商品・サービスの選定にあたり、不当に特定の商品提供会社に偏ること

が無いよう、利益相反管理統括部署にて、商品提供会社から当行が受け取る手数料等も踏まえ、判断

プロセスの検証を行ってまいります。 

② 利益相反の状況が生じる可能性がある金融商品・サービスの取引を防止するために、本部モニタリ

ングを適切に行ってまいります。 

（４）お客さまにご負担いただく手数料等の明確化 

 ① お客さまにご負担いただく手数料その他の費用について、金融商品・サービスを利用することで得

られる効果や運用成果と、お客さまにご負担いただく根拠をあわせてご説明してまいります。また、

具体的なご負担額でご理解いただけるよう、説明資料の見直しを行ってまいります。 

（５）お客さまに応じた分かりやすい情報提供の充実 

 ① お客さまの金融商品・サービスの内容の正しい理解と最適な選択ができるよう、タブレットを活用
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した商品提案機能を充実させ、分かりやすく丁寧な説明を行ってまいります。 

② ご成約後も、お客さまの保有資産の状況や市場動向などを継続的に提供し、幅広いお客さまへ定期

的にアフターフォローを行ってまいります。 

③ 市場急変時における情報提供体制を見直し、適切な情報を適切なタイミングでお客さまに提供し、

お客さまが適切な判断ができるように努めてまいります。 

④ 店頭やホームページでの情報の提供とあわせて、お客さま向けのセミナーを幅広い内容で開催し、

お客さまが安心してお取引を始められるよう、また、安心してご契約を継続できるよう、情報提供の

充実を行ってまいります。 

（６）お客さまにとって最適かつ最良の金融商品・サービスの提供 

 ① お客さまの最善の利益の実現に向け、お客さまお一人おひとりの資産の状況、取引経験、知識及び

取引目的・ニーズを伺い、特定の商品やカテゴリーに偏らない金融商品・サービスの提案を行い、お

客さまのご意向に適する理由について適切に説明してまいります。 

② お客さまの多様なニーズにお応えするために、市場動向や手数料その他の費用を勘案し、特定の商

品提供会社に偏らない、バランスの取れた商品ラインナップの充実を行ってまいります。 

③ 当行が取扱う金融商品・サービスを採用する際には、お客さまにご負担いただく手数料その他の費

用と、金融商品・サービスを利用することで得られる効果や運用結果との妥当性について、検討を行

ってまいります。 

（７）お客さまの信頼と期待に応える態勢の整備 

 ① お客さま本位の業務運営に関する基本方針やアクションプランについて、階層別・業務別の研修や

行員向けセミナー等を通じて、継続的に周知・徹底を行ってまいります。 

② お客さまへの金融商品・サービスの提案と情報提供のスキル向上のため、公的資格の取得支援や自

主学習ツール・体制の整備を行ってまいります。 

③ お客さまの安定的な資産形成に資する適切な動機付けとなるように、必要に応じ業績評価制度の見

直しを行ってまいります。 

以 上 
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Ⅱ．グループ各社共通のＫＰＩ 

１．肥後銀行 

（１）投資信託の販売額上位 10 銘柄 

平成 28 年度下期 平成 29 年度上期（４～７月末） 

ｶﾃｺﾞﾘｰ 商品名 投信会社名 販売構成 ｶﾃｺﾞﾘｰ 商品名 投信会社名 販売構成 

REIT 
新光 US-REIT ｵｰﾌﾟﾝ 

（愛称：ｾﾞｳｽ） 
ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ One 18.6％ 

海外 

株式 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ株式ﾌｧﾝﾄﾞ 

（年 2回決算型） 
日興ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 22.1％ 

海外 

債券 
新光ﾌﾞﾗｼﾞﾙ債券ﾌｧﾝﾄﾞ ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ One 8.6％ 

海外 

債券 
新光ﾌﾞﾗｼﾞﾙ債券ﾌｧﾝﾄﾞ ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ One 10.0％ 

海外 

株式 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ株式ﾌｧﾝﾄﾞ 

(年 2回決算型) 
日興ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 8.1％ 

海外 

株式 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ株式ﾌｧﾝﾄﾞ 

（1 年決算型） 
日興ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 9.4％ 

国内 

株式 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧﾝﾄﾞ 225 日興ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 7.4％ REIT 

新光 US-REIT ｵｰﾌﾟﾝ 

（愛称：ｾﾞｳｽ） 
ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ One 8.3％ 

ﾊﾞﾗﾝｽ 
ﾀﾞｲﾜ FE ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾊﾞﾘｭｰ 

（為替ﾍｯｼﾞあり） 

大和証券 

投資信託委託 
6.1％ 

国内 

株式 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧﾝﾄﾞ 225 日興ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 5.4％ 

REIT 
MHAM J-REIT ｱｸﾃｨﾌﾞｵｰﾌﾟﾝ毎月決算ｺｰｽ 

(愛称：物件満彩） 
ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ One 6.0％ ﾊﾞﾗﾝｽ 

財産３分法ﾌｧﾝﾄﾞ（不動産・債

券・株式）毎月分配型 (愛称:

財産 3分法ﾌｧﾝﾄﾞ､財産 3分法) 

日興ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 5.3％ 

海外 

株式 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ株式ﾌｧﾝﾄﾞ 

（1 年決算型） 
日興ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 5.0％ ﾊﾞﾗﾝｽ 

ﾀﾞｲﾜ FE ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾊﾞﾘｭｰ 

（為替ﾍｯｼﾞあり） 

大和証券 

投資信託委託 
4.4％ 

ﾊﾞﾗﾝｽ 
ﾀﾞｲﾜ FE ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾊﾞﾘｭｰ 

（為替ﾍｯｼﾞなし） 

大和証券 

投資信託委託 
4.8％ ﾊﾞﾗﾝｽ 

ﾀﾞｲﾜ FE ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾊﾞﾘｭｰ 

（為替ﾍｯｼﾞなし） 

大和証券 

投資信託委託 
3.0％ 

海外 

債券 
ﾊﾟﾝ･ﾊﾟｼﾌｨｯｸ外国債券ｵｰﾌﾟﾝ 

明治安田 

ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 
3.8％ 

海外 

株式 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾍﾙｽｹｱ＆ﾊﾞｲｵ・ﾌｧﾝﾄﾞ 

（愛称：健次） 
三菱 UFJ 国際投信 2.9％ 

ﾊﾞﾗﾝｽ ﾄﾚﾝﾄﾞ・ｱﾛｹｰｼｮﾝ・ｵｰﾌﾟﾝ 三菱 UFJ 国際投信 3.1％ 
国内 

株式 

野村ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧﾝﾄﾞ・日経 225 

（愛称：Funds-i 日経 225） 
野村ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 2.6％ 
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（２）生命保険の販売額上位 10 銘柄 

平成 28 年度下期 平成 29 年度上期（４～７月末） 

ｶﾃｺﾞﾘｰ 商品名 保険会社名 販売構成 ｶﾃｺﾞﾘｰ 商品名 保険会社名 販売構成 

円貨・終

身 
ふるはーとＪﾛｰﾄﾞﾌﾟﾗｽ 住友生命 14.3％ 

外貨・

終身 
ﾌﾟﾚﾐｱﾚｼｰﾌﾞ（外貨建） 第一ﾌﾛﾝﾃｨｱ生命 15.3％ 

外貨・終

身 
しあわせ、ずっと 

三井住友海上 

ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰ生命 
14.1％ 

外貨・

年金 
ﾌﾟﾚﾐｱｶﾚﾝｼｰ・ﾌﾟﾗｽ 2 第一ﾌﾛﾝﾃｨｱ生命 14.7％ 

外貨・終

身 
ﾌﾟﾚﾐｱﾚｼｰﾌﾞ（外貨建） 第一ﾌﾛﾝﾃｨｱ生命 12.5％ 

円貨・

終身 
ふるはーとＪﾛｰﾄﾞﾌﾟﾗｽ 住友生命 13.5％ 

外貨・終

身 
やさしさ、つなぐ 

三井住友海上 

ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰ生命 
11.5％ 

外貨・

終身 
やさしさ、つなぐ 

三井住友海上 

ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰ生命 
13.4％ 

外貨・終

身 
ﾌﾟﾚﾐｱｶﾚﾝｼｰ・ﾌﾟﾗｽ 第一ﾌﾛﾝﾃｨｱ生命 7.2％ 

外貨・

終身 
しあわせ、ずっと 

三井住友海上 

ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰ生命 
11.3％ 

円貨・年

金 
たのしみ未来 住友生命 5.1％ 

外貨・

年金 
ﾌﾟﾚﾐｱｽﾄｰﾘｰ 第一ﾌﾛﾝﾃｨｱ生命 4.9％ 

円貨・終

身 
やさしさ、つなぐ 

三井住友海上 

ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰ生命 
5.1％ 

円貨・

年金 
ﾌﾟﾚﾐｱｽﾃｯﾌﾟ・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ２ 第一ﾌﾛﾝﾃｨｱ生命 4.7％ 

外貨・年

金 
ﾌﾟﾚﾐｱｼﾞｬﾝﾌﾟ 2・年金（外貨建） 第一ﾌﾛﾝﾃｨｱ生命 4.5％ 

外貨・

年金 
みらい、そだてる 

三井住友海上 

ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰ生命 
4.4％ 

外貨・終

身 
ﾛﾝｸﾞﾄﾞﾘｰﾑ GOLD 日本生命 3.9％ 

外貨・

終身 
ﾛﾝｸﾞﾄﾞﾘｰﾑ GOLD 日本生命 4.0％ 

円貨・終

身 
ふるはーとＦ 住友生命 3.7％ 

外貨・

年金 

ﾌﾟﾚﾐｱｼﾞｬﾝﾌﾟ 3・年金 

（外貨建） 
第一ﾌﾛﾝﾃｨｱ生命 2.8％ 
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（３）投資信託販売における毎月分配型の比率 

（単位：百万円） 平成 28 年度下期 平成 29 年度上期（４～７月末） 

販売総額 11,025 5,721 

毎月分配型ファンド 5,447 1.966 

毎月分配型ファンド比率 49％ 34％ 

 

（４）積立投資信託件数 

（単位：件） 平成 28 年度下期 平成 29 年度上期（４～７月末） 

契約件数 13,528 13,983 

 

（５）投資信託保有期間 

（単位：年） 平成 28 年３月 平成 29 年３月 

保有期間 5.22 4.62 
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２．鹿児島銀行 

（１）投資信託の販売額上位 10 銘柄 

 

 

平成 28 年度下期 平成 29 年度上期（４～７月末） 

ｶﾃｺﾞﾘｰ 商品名 投信会社名 販売構成 ｶﾃｺﾞﾘｰ 商品名 投信会社名 販売構成 

国内 

株式 
日経 225 ﾉｰﾛｰﾄﾞｵ-ﾌﾟﾝ ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ One 17.7％ 

国内 

株式 
日経 225 ﾉｰﾛｰﾄﾞｵ-ﾌﾟﾝ ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ One 28.9％ 

REIT G．S米国 REIT ﾌｧﾝﾄﾞ B ｺｰｽ 
ｺﾞｰﾙﾄﾞﾏﾝ・ｻｯｸｽ 

・ｱｾｯﾄ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 
11.2％ REIT ｱｼﾞｱ好利回りﾘｰﾄ・ﾌｧﾝﾄﾞ 三井住友ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 8.6％ 

REIT 三菱 UFJ J ﾘｰﾄｵｰﾌﾟﾝ 三菱 UFJ 国際投信 10.1％ 
国内 

株式 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧﾝﾄﾞ 225 三菱 UFJ 国際投信 7.9％ 

国内 

債券 
ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ｿﾌﾞﾘﾝ・ｵｰﾌﾟﾝ 三菱 UFJ 国際投信 7.6％ REIT 三菱 UFJ J ﾘｰﾄｵｰﾌﾟﾝ 三菱 UFJ 国際投信 6.0％ 

国内 

株式 
ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧﾝﾄﾞ 225 三菱 UFJ 国際投信 6.1％ REIT G．S米国 REIT ﾌｧﾝﾄﾞ B ｺｰｽ 

ｺﾞｰﾙﾄﾞﾏﾝ・ｻｯｸｽ 

・ｱｾｯﾄ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 
5.3％ 

ﾊﾞﾗﾝｽ ＧＷ７つの卵 日興ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 3.6％ 
国内 

株式 
野村ｲﾝﾃﾞｯｸｽﾌｧﾝﾄﾞ・TOPIX 野村ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 4.3％ 

REIT ｱｼﾞｱ好利回りﾘｰﾄ・ﾌｧﾝﾄﾞ 三井住友ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 3.6％ 
海外 

債券 
ﾊｲｸﾞﾚｰﾄﾞ・ｵｾｱﾆｱ･ﾎﾞﾝﾄﾞ･ｵｰﾌﾟﾝ 

大和証券 

投資信託委託 
3.9％ 

ﾊﾞﾗﾝｽ ＬＭ･ｸﾞﾛ-ﾊﾞﾙ･ﾌﾟﾗｽ 
ﾚｯｸﾞ・ﾒｲｿﾝ 

・ｱｾｯﾄ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 
3.4％ 

海外 

株式 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾛﾎﾞﾃｨｸｽ株式ﾌｧﾝﾄﾞ 

（1 年決算型） 
日興ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 3.3％ 

海外 

債券 

ﾊｲｸﾞﾚｰﾄﾞ・ｵｾｱﾆｱ･ﾎﾞﾝﾄﾞ･ｵｰﾌﾟ

ﾝ 

大和証券 

投資信託委託 
3.4％ 

新興国 

株式 
HSBC ｲﾝﾄﾞｵｰﾌﾟﾝ HSBC 投信 2.8％ 

海外 

株式 
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ・ﾍﾙｽｹｱ＆ﾊﾞｲｵ・ﾌｧﾝﾄﾞ 三菱 UFJ 国際投信 2.7％ 

国内 

債券 
ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ｿﾌﾞﾘﾝ・ｵｰﾌﾟﾝ 三菱 UFJ 国際投信 2.6％ 
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（２）生命保険の販売額上位 10 銘柄 

平成 28 年度下期 平成 29 年度上期（４～７月末） 

ｶﾃｺﾞﾘｰ 商品名 保険会社名 販売構成 ｶﾃｺﾞﾘｰ 商品名 保険会社名 販売構成 

外貨・

終身 
ｻﾆｰｶﾞｰﾃﾞﾝ EX ﾒｯﾄﾗｲﾌ生命 24.1％ 

外貨・

終身 
ｻﾆｰｶﾞｰﾃﾞﾝ EX ﾒｯﾄﾗｲﾌ生命 23.9％ 

外貨・

終身 
しあわせ、ずっと 

三井住友海上 

ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰ生命 
19.1％ 

外貨・

終身 
しあわせ、ずっと 

三井住友海上 

ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰ生命 
15.3％ 

外貨・

年金 
ﾃﾞｭｱﾙﾄﾞﾘｰﾑ 日本生命 16.5％ 

外貨・

終身 
ﾌﾟﾚﾐｱﾚｼｰﾌﾞ（外貨建） 第一ﾌﾛﾝﾃｨｱ生命 14.7％ 

外貨・

終身 
ﾌﾟﾚﾐｱﾚｼｰﾌﾞ（外貨建） 第一ﾌﾛﾝﾃｨｱ生命 14.4％ 

外貨・

終身 
やさしさ、つなぐ 

三井住友海上 

ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰ生命 
7.6％ 

外貨・

年金 

ﾌﾟﾚﾐｱｼﾞｬﾝﾌﾟ 2・年金 

（外貨建） 
第一ﾌﾛﾝﾃｨｱ生命 8.2％ 

円貨・

終身 
ふるはーと J ﾛｰﾄﾞﾌﾟﾗｽ 住友生命 6.4％ 

外貨・

終身 
ﾛﾝｸﾞﾄﾞﾘｰﾑ GOLD 日本生命 6.0％ 

外貨・

終身 
ﾛﾝｸﾞﾄﾞﾘｰﾑ GOLD 日本生命 6.2％ 

外貨・

終身 
ﾋﾞｰｳｨｽﾞﾕｰﾌﾟﾗｽ ﾒｯﾄﾗｲﾌ生命 5.1％ 

外貨・

年金 

ﾌﾟﾚﾐｱｼﾞｬﾝﾌﾟ 3・年金 

（外貨建） 
第一ﾌﾛﾝﾃｨｱ生命 5.7％ 

外貨・

終身 
やさしさ、つなぐ 

三井住友海上 

ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰ生命 
3.3％ 

外貨・

年金 
ﾌﾟﾚﾐｱｶﾚﾝｼｰ・ﾌﾟﾗｽ２ 第一ﾌﾛﾝﾃｨｱ生命 4.7％ 

円貨・

終身 
ふるはーと J ﾛｰﾄﾞﾌﾟﾗｽ 住友生命 1.3％ 

外貨・

年金 
ﾃﾞｭｱﾙﾄﾞﾘｰﾑ 日本生命 4.0％ 

円貨・

年金 
たのしみ未来 住友生命 0.7％ 

外貨・

終身 
ﾋﾞｰｳｨｽﾞﾕｰﾌﾟﾗｽ ﾒｯﾄﾗｲﾌ生命 3.3％ 

 

 



 

12 

 

（３）投資信託販売における毎月分配型の比率 

（単位：百万円） 平成 28 年度下期 平成 29 年度上期（４～７月末） 

販売総額 8,019 4,582 

毎月分配型ファンド 3,285 1,460 

毎月分配型ファンド比率 41% 32% 

 

（４）積立投資信託件数 

（単位：件） 平成 28 年度下期 平成 29 年度上期（４～７月末） 

契約件数 47,113 48,509 

 

（５）投資信託保有期間 

（単位：年） 平成 28 年３月 平成 29 年３月 

保有期間 4.86 4.19 

 

以 上 


